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交通アクセス Access

浜松西ICより本学へ向かう場合

深萩北交差点を左折4 最初の信号を右折5 本学案内看板を左折6

浜松西ICより車で約15分

浜松西ICを出たら信号機を右折1 谷上交差点を右折2 すじかい橋交差点を細江方面に直進3

舘山寺スマート ICより本学へ向かう場合 舘山寺スマート ICより車で約7分

［東京方面からお越しの場合］ 舘山寺スマート ICを出たら右折1 新呉松橋北の信号機を右折2 本学案内看板を左折3

［名古屋方面からお越しの場合］ 舘山寺スマート ICを出たら左折1 本学案内看板を左折2

タクシーにて約10分

公共交通機関をご利用の場合

スクールバスにて約5分
スクールバスご利用の際には、

大学までお電話下さい。

浜名湖パルパル バス停鳥居先 バス停JR浜松駅
遠鉄バスターミナル 1番
乗り場より、30 番「舘山寺
温泉」行きにて約45分

〒431-1202 静岡県浜松市中央区呉松町 1955番 1　TEL：053-484-2501　FAX：053-487-3012　E-Mail：info@gpi.ac.jp
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ディプロマポリシーとの関連※

DP1 DP2 DP3
区分 単位必修・選択科目名

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

必修

フォトニクス特論

経営学総論

企業会計特論

マーケティング実践演習

フォトニクスデザイン特論

知財戦略特論

経営戦略とファイナンス

光産業創成論

ビジネス・プロデュース特論

光学総論

光生体工学特論

光バイオ工学特論

光医工学特論

光医療・健康特論

バイオフォトニクス工学特論

光加工・プロセス特論

光エネルギー工学特論

光計測センシング特論

ゼミナール

特別研究

選択

必修

選択必修

選択

光システム工学特論
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マーケティング実践演習

科目一覧表

Ⅰ類（経営系授業科目群）
 Ⅰ類は本学の建学の精神に基づき、新産業

創成（起業・新事業開発・企業経営）の実践に

必要な知識の習得と、その実践を通して獲

得された経験知の言語化（創造）に資する経

営系科目で構成されています。博士後期課

程であり、また本学では実践とそこからの

知の創造に主眼を置く教育方針ですので、

講義科目は厳選してあります。

　必修科目は経営学総論と企業会計特論の

2科目です。経営学総論では、新産業創成の

実践に役立つマネジメントとマーケティング

の基本的理論を学びます。ここには実践に

より既存の諸理論を超えていくことが含意さ

れています。企業会計特論では、起業・企業

経営に必須な財務会計および管理会計にお

ける学術的かつ実践的な知識を習得します。

　選択科目は、マーケティング実践演習、

知財戦略特論、経営戦略とファイナンス、

ビジネス・プロデュース特論、光産業創成論、

フォトニクスデザイン特論の6科目です。

学生のビジネスプランに応じて、マーケ

ティング実践、知財戦略、組織開発、ビジネ

ス・プロデュースという視点から必要な知識

が補完できる講義群で構成されています。

フォトニクスデザイン特論は、デザイン思

考に基づくビジネスプラン作成の知識と

スキルを習得し、光産業創成論では、各自

のビジネスプランを事業計画書としてま

とめあげます。選択科目ですが特に受講を

勧めます。

Ⅲ類（ゼミナール、特別研究）
　Ⅲ類は、ゼミナールと特別研究です。

　ゼミナールでは、研究開発と実践活動

の進捗報告とそれに基づいた議論や高度

な専門知識の指導を行います。ゼミナー

ルは分野毎に行われる「分野ゼミナール」

と全体で行われる「全体ゼミナール」があ

ります。　分野ゼミナールと全体ゼミナール

に出席してください。所属分野以外の分野

ゼミナールに参加することも可能です。

全体ゼミナールは月に 1 回程度開催され

ます。研究開発と実践活動の進捗報告を

適宜行い、全教員と学生で議論を行います。

所属分野以外の幅広い専門分野の視点で

の意見を聞くことができます。教員から

最新の研究紹介や情報提供もあります。

年度末には、学位審査申請者以外のすべて

の学生を対象に博士研究論文の中間発表会

を行います。

　特別研究は、ビジネスプランの立案、

または、入学時のビジネスプランの再確認、

さらに、ビジネスプランに基づく新しい

光技術の研究開発と光技術を活用した製品

開発のための研究開発、および、法人設立、

市場調査、市場開拓、資金調達、商品開発、

知財戦略、ビジネス戦略、広報活動、営業

活動など実践活動です。これらの活動は

複数の教員を含む biz チームを中心に行い

ます。biz チームでは、起業しない学生も

バーチャルに起業していると捉え、自身が

CEO となり企業運営を行ってください。

また、必要に応じてメンターによるメンタ

リングも受けてください。

Ⅱ類（技術系授業科目群）
　Ⅱ類は、新しい光技術の研究・開発や光

技術を活用した製品開発・商品開発および

そのマネジメントのための光技術の基本から

最新の技術の専門知識を講義します。すべて

の光産業分野に共通の基盤光技術に関する

科目である共通基盤光技術科目と様々な分野

で応用されている光技術を講義する光技術

応用科目、外部の光の専門家を講師とする

特別講義で構成されています。

　共通基盤光技術科目は、光システム工学

特論、光学総論、フォトニクス特論の 3 科目

で構成されています。光システム工学特論

は光システムの開発およびそのマネジメント

に必要な多くの分野の総合的な知識を講義

します。光学総論は光の基本的性質、光の

本質について幅広い視点から講義します。

フォトニクス特論は、様々な光デバイスの

基本である光と物質の相互作用、レーザー、

非線形光学について講義します。詳しくは

シラバスを参照してください。これらの科目

は選択必修であり、1 科目以上の履修が必須

です。光産業創成のための研究開発および

そのマネジメントに必要な講義なので、これら

の知識が十分でない学生はすべての講義を

履修することが望ましいです。なお、光学

Ⅰ類の経営系授業科目群、Ⅱ類の光技術系授業科目群、Ⅲ類のゼミナール・特別研究により構成されています。

修了要件 20単位（Ⅰ類（経営系）から 4 単位以上、Ⅱ類（光技術系）の選択必修から 2 単位以上かつⅡ類から 4 単位以上、Ⅲ類（ゼミナール・
特別研究から8単位）

科目群の構成 Subject l is t

光学総論 フォトニクス特論 光システム工学特論

共通基盤光技術科目

特別講義

光技術基礎

光技術応用科目

※ディプロマポリシーとの関連
◎→大きく関連する　○→関連する
DP1：尖端光技術を駆使した研究、または起業実践、新事業開発に資する研究を実行する能力を身につけた者。 
DP2：光技術を駆使した事業計画を立案し、実行する能力を身につけた者。 
DP3：新産業創成を推進する能力を身につけた者

※カリキュラム外講義

光生体工学特論 光医療・健康特論 光バイオ工学特論

バイオフォトニクス工学特論 光加工・プロセス特論 光エネルギー工学特論

光計測センシング特論 光医工学特論

必修科目

選択科目

総論、フォトニクス特論は大学レベルの応

用数学と物理の知識を必要とします。応用

数学と物理をこれまでに受けていない学生

に対して、光技術基礎の講義を開講するの

で、希望者は指導教員に相談してください。

これはカリキュラム外の講義であり単位と

しては認定されません。　光技術応用科目

は本学の研究分野である光加工・プロセス

分野、光エネルギー分野、光情報・システム

分野、バイオフォトニクスデザイン分野に

応用されている光技術に関する科目で、8科

目で構成されています。講義の内容はシラ

バスを参照してください。

本学の研究分野以外の光技術に関しては、

外部の光の専門家を講師として招き、特別

講義を開講します。特別講義の開講について

はその都度案内します。特別講義の単位は、

ゼミナール（Ⅲ類）の一部として認定され

ます。

　修了には共通基盤光技術科目から1 科目

以上、かつ、Ⅱ類科目から２科目以上の履修

が必要です。 

Recommend Recommend
フォトニクスデザイン特論 光産業創成論

ビジネス・プロデュース特論

経営学総論

企業会計特論

経営戦略とファイナンス 知財戦略特論
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5つの研究分野、14名の教員と副学長を紹介します。

［博士（工学）］
内藤 康秀 准教授

光技術と
質量分析の融合で
新産業の芽を創出

現代の科学や幅広い産業分野を支える基盤技術である
と同時に、それ自体が科学の一分野でもある『質量分析』
を研究しています。

未来を発見＝
構成する組織の研究＝マネジメントの実践

増田 靖 教授 ［博士（経済学）］

言語経営学（「語り」による経営）を基底に、
未来を発見＝構成する組織の研究＝マネジメントの実践、事業・産業創成の研究＝実践。

光による創業を目指して
ビジネス（起業・新規事業開発・マーケティング・ファイナンス）を通して得られた「知」を基底に独自の現場理論の構築を目指す

研究分野・教員紹介 Professors

光を利用して
生命現象を
可視化・計測

横田 浩章 准教授
［博士（理学）］

光学顕微鏡を開発してミクロな生命現象を可視化・計測
しています。企業と微弱光検出器のバイオ応用の共同研究
を展開しています。

光 × デザイン思考で医療機器・バイオ機器事業を促進
光技術で日本発の治療機器をグローバルビジネスに

尖端光産業経営分野

バイオフォトニクスデザイン分野

［博士（工学）］
石井 勝弘 副学長・教授

見えないモノを
可視化する

幅広い産業分野のさまざまなニーズに対応可能な光
計測、特に、光散乱計測と光干渉計測の研究をしています。

光で
測る、探る

花山 良平 准教授
［博士（工学）］

光の波としての性質を用いた精密計測技術や、金属の
中を見通す中性子非破壊検査技術により新産業分野を
切り拓きます。

光を操り、情報を捉える
ものづくりに貢献する高速・高精度計測技術の研究と、それらを実現する光システムの開発を通じ、新産業創成を目指す

光加工・プロセス分野

［博士（工学）］
藤田 和久 副学長・教授

光のエネルギーを
宇宙で、地上で
利用

高出力レーザーの産業応用をテーマとし、光エネルギー
と物質の相互作用を基礎に、社会ニーズに合う研究開発
に取り組んでいます。

レーザー
フュージョン
エネルギーの創出

森 芳孝 准教授
［博士（工学）］

ハイパワーレーザーを用いた光によるエネルギー創成
（レーザー核融合）と利用研究（レーザープラズマ加速と
レーザー材料改変）。

光で環境に貢献する
光のエネルギーをもって
地球環境の向上に貢献

光エネルギー分野

［博士（工学）］
沖原 伸一朗 准教授

光（レーザー）加工の
導入から
応用利用まで対応

ものづくりや医療応用に向けて、レーザー加工（表面処理）
やレーザー生成プラズマについて実用化研究・開発をして
います。

ファイバー
レーザーによる
付加価値創造を

長谷川 和男 教授
［博士（工学）］

学術研究の本質を理解し、ファイバーレーザーの高機能化
による付加価値創造を推進し、産業界への貢献を目指し
ます。

光プロセスで付加価値を創造する
レーザーなどの先進光源を用いて、これまでにない加工技術の開発や、ニーズに沿った加工装置開発を行う
その他、レーザー光源開発や、医療デバイス製作に取り組む

光加工・プロセス分野

光と物質の相互作用で
計測測定機能を拡張

林 寧生 助教
［博士（工学）］

未来の社会基盤の形成に貢献する光ファイバー中の
『非線形光学現象』を利用した光ファイバーセンサー
や新規デバイスの研究をしています。
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空間光制御技術を応用した
新たな光加工プロセスの普及を推進

向坂 直久 特任教授 ［博士（工学）］

空間光位相変調器：SLMによる空間光制御技術を応用した新たな光加工プロセスの普及と
そのための人材育成を推進しています。

特任教員

光半導体センサ応用技術をベースに、
新たな社会ニーズに挑戦

中村 重幸 特任教授 ［工学士］

これまでの40年余のセンサ応用や信号処理技術開発のビジネス化の経験を基に、
計測技術を中心としてのビジネスモデルの構築について探求していきます。

大学の知財戦略に革命を！

治部 雅貴 顧問 ［弁理士、薬剤師、修士（薬学）］

学生・職員区別なく発明者の利益に繋がる知財戦略及び大学として適正な知財運営、
そして国益を増進する知財革命に挑戦します。

支援スタッフ

バックオフィス業務の
困りごとはありませんか？

山中 英樹 顧問

長年にわたり経理、人事、総務部門で実務に携わっていました。
皆さんの会社で抱えている課題を一緒に解決しましょう。

第 1種奨学金制度、第 2種奨学金制度の奨学金貸与を受ける
ことができます。なお、第 1 種奨学金の貸与を受け、特に優れた
業績を挙げた学生には、その奨学金の全額または半額を返還免除
する制度があります。

　建学の理念に基づいた研究活動等を行っていると認められる
者若しくは行う見込みがあると認められる者に対して、博士（光産
業創成）・博士（工学）の取得に向けた研究活動等の奨励に資する
ため、最大で授業料の半額相当を給付します。

奨学金制度

社会人が学びやすい環境
Welcome business owner, entrepreneur and innovator !

入学手続き等に関する情報

入学金 75万円

学　位 博士（光産業創成）・博士（工学）

標準修業年限 3年

入学定員 10名 授 業 料 150万円（年額）

募集要項 https://www.gpi.ac.jp/admissions/exam-guide/

試験方法 ビジネスプラン審査と面接
※詳しくは事務局・入試担当までお問い合わせ下さい。

貸与型：独立行政法人日本学生支援機構 給付型：光産業創成大学院大学奨学金

情報収集・分析、市場調査について
学生のみなさんは、マーケティングデータバンク（MDB）、SPEEDAをご利用いただけます。みなさんの事業活動に必要な情報収集・分析、
市場調査のツールとして積極的に活用いただいています。

　原則すべての授業科目は、Web会議ツールを用いて本学以外の場所から受講することが可能です。ただし、授業科目の内容によっては
来学して受講が必要な場合がありますので担当教員の指示に従ってください。

▶遠隔講義

　本学は静岡大学大学院自然科学系教育部（以下「静岡大学」）と単位互換に関する覚書を締結しており、静岡大学の授業を受講できます。
▶静岡大学との単位互換

　日本能率協会総合研究所提供するビジネス情報提供サービスです。MDB の情報源は、2万機関以上の外部ネットワークから収集した
50万点以上の官公庁資料、業界団体資料、民間調査会社レポート、専門誌／紙など多岐にわたります。
　「情報コンサルタントによるリサーチサービス」「ビジネス情報検索データベース」「工学レポートや専門誌／紙を直接閲覧できるMDB
ライブラリ」を 3 本柱に、ビジネス課題解決をサポートします。

▶マーケティング・データ・バンク

　株式会社ユーザーベースが提供する経済情報プラットフォームです。世界最大級の業界・企業情報のデータベースであると同時に、単一の
インターフェースでの分析や資料作成を可能とします。上場企業はもちろん、日本・アジアの未上場企業 300万社以上や約2,000部の国別
業界レポートなど、ニッチな情報までカバーしています。

▶SPEEDA

21 22


